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　第 3章では，If you be nice，I'll give you a big kiss.のような，if you beという連鎖を含む口語的慣用表現
－ 104 －
（以下「if you be構文」）を分析する。まず，if you be構文の意味・統語的特性を詳しく観察することで，こ
の構文が「見返りつき要請」を表す発話行為構文であることを論じ，さらに，通常の条件文が赤塚（1998）
のいう DESIRABLEな（望ましい）事態と UNDESIRABLEな（望ましくない）事態の両方を記述できるの
に対し，if you be構文は DESIRABLEな事態しか記述することができないということを明らかにする。そし
て，通常の条件文が if節において主語との一致による屈折変化を示す無標形式であるのに対し，if you be構





















































言語事実を発掘している点である。なかでも，第 3章の if you be構文，第 5章の何ヲ X ヲ構文，第 7章の
preventと prohibitの意味論などに関する研究は，著者の論理的で緻密な言語学的思考が見事に結実した優
れた論考であり，個別的にもそれ自体で学界に実質的な貢献をするものとして高く評価される。
　とはいえ，本論文に問題がないわけではない。本論文の眼目は，形式の有標性と機能の特化に関する一般
化が現代英語において共時的に成り立つというだけでなく，通時的にも，さらには通言語的にも成り立つと
いうことを立証することである。しかしながら，第 4章で行った議論のように，古英語と現代英語における
仮定法現在の形式とその意味的認可条件を単に比べるというだけでは，当該一般化の通時的妥当性を立証し
たということにはならない。通時的というかぎりは，仮定法現在にかかわる史的変化のメカニズムを考察し，
どうして変化していったのかを明らかにしなければならない。また，当該一般化が通言語的に成り立つとい
う点も，現代英語と現代日本語にもとづく考察からだけでは主張として少々弱いように思われる。もちろん
このような問題があるからといって，本論文の価値が損なわれることはなく，これらは今後の課題として取
り組むことができるものである。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
